
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川 本  令 子   

Reiko Kawamoto 

 

西宮市立中央病院 

看護部 勤務 

私は臨床で心不全患者さんと関わる中で、慢性疾患の看護についての学びを深めたいと考え、大

学院への進学を志望しました。仕事・勉学・家事育児のバランスがとれるように、長期履修制度を

利用して、無理のない範囲で履修科目を選択しています。 

また、ゼミの時間帯も指導していただく先生方に調整していただき、学びやすい環境となってい

ます。日々の課題は大変ですが、大学院で得られる学びは多く、同期入学の院生と一緒に過ごす時

間もとても有意義なものです。 

研究については、基礎から学ぶことができ、論文を読む力や統計を理解する力をトレーニング中

です。大学院に進学したことで新たな知見を得ることができ、日々の看護の視点も大きく広がった

ように感じます。 

2024 年 4 月 入学 

看護学研究科    

慢性看護学専攻 

看護師 

1 週間のスケジュール 

コメント： 

仕事との両立は、大学院進学に対する職場の理解やサポートのおかげだと 

思っています。 

 


